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「
奥
村
鉱
業
所
常
呂
鉄
山
随
想
記
録
」（
抜
粋
）

植
松
茂

『
と
こ
ろ
文
庫

常
呂
町
郷
土
史
話
２
』
（
平
成

年
３
月
発
行
）
掲
載

15

12

私
は
昭
和

年
１
月
よ
り
奥
村
鉱
業
所
常
呂
鉱
山
に
事
務
職
員
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
終
戦
ま
で
勤

18

務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
間
の
鉄
山
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鉄
山
は
昭
和

年
に
鉱
主
奥
村
弥
一
郎
氏
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
鉱
主
は
東
京
在
住
の
人
で
日
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鉄
か
ら
鉱
区
を
譲
り
受
け
、
来
村
し
て
調
査
及
び
採
掘
を
始
め
た
の
で
す
。

当
時
日
吉
に
住
む
鈴
木
健
次
郎
氏
が
鉄
山
の
総
主
任
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

鉱
石
の
搬
出
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
常
呂
駅
ま
で
搬
出
し
、
鉄
道
輸
送
で
室
蘭
製
鋼
所
へ
送
っ

て
お
り
ま
し
た
。
鉱
石
の
含
有
率
に
つ
い
て
は
鉄
分

～

％
、
マ
ン
ガ
ン

～

％
、
石
灰

％
く
ら
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い
含
有
し
て
お
り
、
鉱
石
名
に
つ
い
て
は
「
含
マ
ン
ガ
ン
赤
鉄
鉱
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
露
天
掘
り
の
採
掘
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
朝
鮮
人
で
、
親
方
が
数
十
人
の
人
夫
を
連
れ

て
飯
場
を
営
み
、
何
々
組
と
呼
ば
れ
、
そ
の
数
７
～
８
組
く
ら
い
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
仕
事
の

要
所
要
所
に
は
日
本
人
が
係
員
と
し
て
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和

年
こ
ろ
か
ら
軌
道
の
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、
鉄
山
か
ら
共
立
駅
ま
で
は
路
面
を
新
規
に
作
り
、
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共
立
か
ら
常
呂
駅
ま
で
は
国
鉄
の
路
床
を
使
い
、
常
呂
駅
土
場
ま
で
搬
出
す
る
計
画
で
着
工
し
、
秋
に
は

完
成
し
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
３
台
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
１
台
、
計
４
台
で
輸
送
に
当
た
り
ま
し
た
。

軌
道
が
開
通
す
る
以
前
は
、
夏
は
ト
ラ
ッ
ク
、
冬
は
各
農
家
の
人
々
に
よ
る
馬
そ
り
で
し
た
。
こ
の
頃
に

は
鉄
山
も
拡
張
さ
れ
て
従
業
員
も
約

人
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

300

昭
和

年

月
大
東
亜
戦
争
も
始
ま
り
、
昭
和

年
に
は
軍
需
物
資
の
調
達
に
必
要
な
軍
需
省
が
で
き
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て
、
鉄
山
も
そ
の
指
定
を
受
け
て
国
の
重
要
鉱
山
と
な
り
ま
し
た
。
鉱
山
に
必
要
な
物
資
な
ど
は
優
先
し

て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
資
金
も
国
か
ら
直
接
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
略
）

鉄
山
も
だ
ん
だ
ん
軍
事
化
の
よ
う
に
な
り
、
規
律
あ
る
行
動
に
変
わ
り
、
夏
期
朝
７
時
、
冬
期
は
朝
８

時
に
就
労
者
全
員
集
合
し
て
朝
礼
を
行
い
、鉱
山
長
の
訓
辞
な
ど
を
受
け
て
か
ら
就
労
す
る
よ
う
に
な
り
、

終
戦
ま
で
続
き
ま
し
た
。（
略
）

奥
村
鉱
業
所
常
呂
鉄
山
で
は
終
戦
を
機
に
廃
山
と
な
り
、鉱
主
並
び
に
鉱
山
長
は
東
京
に
帰
り
ま
し
た
。

（
略
）

＊
昭
和

年
６
月

常
呂
鉱
山
で
マ
ン
ガ
ン
の
新
鉱
脈
発
見
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＊
軌
道
開
通

昭
和

年

月
９
日

奥
村
常
呂
鉱
山
軌
道
開
通
式
挙
行
（
当
直
日
誌
）
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本
日
正
午
よ
り
奥
村
常
呂
鉱
山
の
軌
道
開
通
式
。
校
長
が
招
待
を

受
け
参
列
。
午
後
５
時
よ
り
日
吉
小
学
校
で
祝
賀
会
余
興
開
催
、

満
員
盛
況
（
日
吉
小
学
校
沿
革
史
）


